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国内学会発表 2 ⼩泉 明博　当院でConversion Surgeryを施⾏した胃がんの５症例　第95回⽇本胃癌学会総会　ロイトン札幌　2023年2⽉24⽇

国内学会発表 3 伊藤 智彰　当院での胃癌患者における術前サルコペニアの術後に与える影響　第95回⽇本胃癌学会総会　ロイトン札幌　2023年2⽉25⽇

国内学会発表 4 村井 勇太、伊藤 智彰、秋間 ⿓之介、野萩 薫⼦、⼩池 周⼀、渡辺 ゆきの、渡辺 武⼤、上川 祐輝、⼩泉 明博、⼱ 匡洋、⼭本 陸、加藤 永記、上⽥ 脩平、櫛⽥ 知志、櫻⽥ 睦、
⽥中 顕⼀郎、前川 博、佐藤 浩⼀、藤⽥ 和彦　腎細胞癌術後8年経過した初⽣膵癌転移をきたした１例　静岡県外科医会　2023年3⽉4⽇

国内学会発表 5 ⼩泉 明博　ダメージコントロール⼿術後にIVRを⾏い、2期的に肝右葉切除を⾏うことで救命し得た外傷性肝損傷の１例　第59回⽇本腹部救急医学会総会　沖縄コンベンションセンター
2023年3⽉9⽇

国内学会発表 6 伊藤 智彰　肺腫瘍モデルマウスA/Jを⽤いた胎児ストレスによる成⼈期廃腫瘍に関連した遺伝⼦の同定　第123回⽇本外科学会定期学術集会　グランドプリンスホテル新⾼輪　2023年
4⽉28⽇

国内学会発表 7 村井 勇太、武⽥ 聡、岩澤 卓弥、伊藤 智彰、加藤 永記、⼭本 陸、上⽥ 脩平、櫻⽥ 睦、櫛⽥ 知志、⽥中 顕⼀郎、前川 博、佐藤 浩⼀　ラットを⽤いた絶⾷後の腸管および腸内環
境に対する粉末栄養⾷品GFO(グルタミン、ファイバー、オリゴ糖)の作⽤検討　第123回⽇本外科学会定期学術集会　グランドプリンスホテル新⾼輪　2023年4⽉28⽇

国内学会発表 8 ⽥中 顕⼀郎、吉⽥ 翼、仙波 遼⼦、秋間 ⿓之介、⼩池 周⼀、松井 友紀、仁平 ⾼朔、⼩泉 明博、村井 勇太、加藤 永記、⼭本 陸、上⽥ 修平、伊藤 智彰、櫛⽥ 知志、櫻⽥
睦、前川 博、和⽥ 了、佐藤 浩⼀、⿑藤 光江　乳がん術後リハビリテーションの新たな試み　第123回外科学術集会　グランドプリンスホテル新⾼輪　2023年4⽉29⽇

国内学会発表 9 草ケ⾕ 靖恵、伊藤 智彰　安全帯使⽤によるERCP介助看護師の多重課題負担軽減効果の検証　第90回⽇本内視鏡技師学会　渋⾕　2023年5⽉27⽇

国内学会発表 10 ⼭本 陸　当科での下部消化管ステントの現状　第45回⽇本癌局所治療法研究会　東京　2023年6⽉2⽇

国内学会発表 11 ⽥中 顕⼀郎　乳がんを合併したvon Recklinghausen 病の１例　第29回⽇本遺伝性腫瘍学会　⾼知市⽂化プラザかるぽーと　2023年6⽉17⽇



国内学会発表 12 ⽥中 顕⼀郎　乳がん術後の在宅リハビリテーション、医⼯連携による新たな試み　第8回⽇本がんサポーティブケア学会　奈良県コンベンションセンター　2023年6⽉22⽇

国内学会発表 13 仙波 遼⼦、⽥中 顕⼀郎、吉⽥ 翼、前川 博、佐藤 浩⼀、⿑藤 光江 乳癌術後、⾻密度減少に対しデノスマブを投与しても不応であった患者群の臨床学的特徴について 第31回⽇本
乳癌学会　横浜　2023年6⽉30⽇

国内学会発表 14 ⽥中 顕⼀郎　ホスネツピタント(アロカリス)を使⽤し良好な結果が得られた２例　第31回⽇本乳癌学会　パシフィコ横浜ノース　2023年7⽉1⽇

国内学会発表 15 伊藤 智彰　術前Body mass indexが胃癌根治切除に与える影響　第78⽇本消化器外科学会　函館市⺠会館　2023年7⽉13⽇

国内学会発表 16 上⽥ 修平　助⼿の⽴場から⾒たロボット⽀援下直腸⼿術導⼊の問題点と改善点の探究　第78回⽇本消化器外科学会　函館市⺠会館　2023年7⽉12⽇

国内学会発表 17 ⼭本 陸、前川 博、櫻⽥ 睦、嵩原 ⼀裕、⽯崎 陽⼀、永仮 邦彦、河合 雅也、須郷 広之、岩沼 佳⾒、坂本 ⼀博　減圧後に原発巣切除を⾏った左側閉塞性⼤腸癌の治療成績　第
78回⽇本消化器外科学会　函館市⺠会館　2023年7⽉14⽇

国内学会発表 18 ⼭本 陸　⼤腸癌に対する術前化学療法の経験　第81回静岡県癌治療研究会　静岡　2023年9⽉30⽇

国内学会発表 19 ⼭本 陸　⼤腸癌卵巣転移の検討　第78回⼤腸肛⾨病学会　熊本城ホール　2023年11⽉10⽇

国内学会発表 20 ⽥中 顕⼀郎　乳がん術後の在宅リハビリテーション、新規デバイスを⽤いた試み　第85回⽇本臨床外科学会　岡⼭コンベンションセンター　2023年11⽉17⽇

国内学会発表 21 柳川 洋⼀、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　ドクターヘリが提供するプライマリ・ケア　第14回⽇本プライマリ・ケア連合学会学術⼤会　ポートメッ
セなごや　2023年5⽉12-14⽇

国内学会発表 22 柳川 洋⼀、濱⽥ 通果、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　静岡県賀茂地域において救急搬送された薬物中毒例の解析　第45回⽇本中毒
学会総会・学術集会　埼⽟　2023年7⽉14⽇

国内学会発表 23 太⽥ 宗⼀郎、柳川 洋⼀　MRIが軸椎⻭突起⾻折とosodontoideumの鑑別に有⽤だった⼀例　第26回⽇本臨床救急医学会総会・学術集会　東京　2023年7⽉28-29⽇

国内学会発表 24 渡辺 ⼤輔、阿妻 伸幸、下島 健⽃、⽥沼 明、野澤 陽⼦、佐々⽊ 史乃、鈴⽊ 英⼦、柳川 洋⼀　当院ICUにおける天井⾛⾏式リフトを使⽤したリハビリテーションの経験　第50回⽇本
集中治療医学会学術集会　京都　2023年3⽉4⽇

国内学会発表 25 ⻑澤 宏樹、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⽵内 郁⼈、⽇域 佳、⼤坂 裕通、⽯川 浩平、柳川 洋⼀　⾼齢の外傷患者における降圧薬常服の潜在的な影響　第50回⽇本集中治療医学
会学術集会　京都　2023年3⽉3⽇

国内学会発表 26 ⽯川 浩平、柳川 洋⼀、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⽵内 郁⼈、⽇域 佳、⼤坂 裕通　急性冠症候群の病院前COVID19抗原検査の有⽤性と課題　第50回⽇本集中治療医学会学
術集会　京都　2023年3⽉3⽇

国内学会発表 27 柳川 洋⼀、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽇域 佳、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　Neurotraumaにおけるvacuum phenomenaの臨床的意義　第46回⽇本脳神
経外傷学会　WEB　2023年2⽉25⽇

国内学会発表 28 柳川 洋⼀、濱⽥ 通果、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、藤⽥ 航、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　鈍的外傷後急性期の尿酸値の推移　第37回⽇本外傷学会総会・学
術集会　愛知　2023年6⽉1⽇

国内学会発表 29 ⻑澤 宏樹、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　外傷を契機とした⾼K⾎症で死亡した1例　第37回⽇本外傷学会総会・学術集会　愛知　2023年6⽉2⽇

国内学会発表 30 ⻤塚 味佳、橋本 瞭、⽥上 佑⼀、柳川 洋⼀　静岡県東部ドクターヘリの取り組み WEB会議の有⽤性　第57回⽇本⾼気圧環境・潜⽔医学会 学術総会　東京　2023年9⽉22⽇

国内学会発表 31 柳川 洋⼀、⻤塚 味佳、柳川 良⼦、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽇域 佳、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　著効例と⼯夫 溺⽔⼼停⽌後の集学的治療により社会復帰
した⼀例　第57回⽇本⾼気圧環境・潜⽔医学会 学術総会　東京　2023年9⽉22⽇

国内学会発表 32 柳川 洋⼀、太⽥ 宗⼀郎、藤⽥ 航、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽇域 佳、⼤坂 裕通、⽯川 浩平　ドクターヘリによる痙攣患者の対応　第28回⽇本脳神経外科救急学会　和
歌⼭　2023年2⽉17⽇

国内学会発表 33 太⽥ 宗⼀郎、⽵内 郁⼈、濵⽥ 通果、藤⽥ 航、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽇域 佳、⼤坂 裕通、⽯川 浩平、最上 敦彦、柳川 洋⼀　⾻盤⾻折に伴う膀胱変形は重症度を⽰唆する間
接所⾒である　第51回⽇本救急医学会総会・学術集会　東京ドームホテル　2023年11⽉30⽇

国内学会発表 34 柳川 洋⼀、濵⽥ 通果、太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、⽯川 浩平　病院前で胸腔ドレーンを留置した外傷症例の検討　第51回⽇本救急
医学会総会・学術集会　東京ドームホテル　2023年11⽉29⽇



国内学会発表 35 ⿃沢 規⼦、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、設樂 準、⽯川 浩平、⼤坂 裕通、柳川 洋⼀、諏訪 哲　難治性⼼室細動を発症したMarfan症候群の⼀例　第51回⽇本救急医学
会総会・学術集会　東京ドームホテル　2023年11⽉28⽇

国内学会発表 36 前川 ちひろ、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽯川 浩平、⼤坂 裕通、柳川 洋⼀　遅発性出⾎をきたした外傷性微⼩肝損傷の1例　第51回⽇本救急医学会総会・学術集会　東
京ドームホテル　2023年11⽉28⽇

国内学会発表 37 村松 賢⼀、阿部 圭希、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　静岡県東部地域の体動困難を主訴に救急搬送された患者の疫学的調査　第51回⽇本救急医
学会総会・学術集会　東京ドームホテル　2023年11⽉30⽇

国内学会発表 38 濵⽥ 通果、柳川 洋⼀、⽵内 郁⼈、⻑澤 宏樹　救急⾞で搬送された患者における失禁と疾患の重症度との関係　第51回⽇本救急医学会総会・学術集会　東京ドームホテル　2023
年11⽉30⽇

国内学会発表 39 ⿃沢 規⼦、⼤坂 裕通、布⾕ 茉莉⾹、村松 賢⼀、阿部 圭希、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽯川 浩平、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　両側腸腰筋膿瘍に下⼤静脈⾎栓を合併した⼀例　第26
回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 40 奥 ⿓⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　転倒外傷触れ込みで搬送された左房粘液腫による多発脳塞栓の⼀例　第26回⽇本救急医学会
中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 41 ⽯塚ジュスタン 正也、布⾕ 茉莉⾹、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　管気腫を合併した痙攣重積の⼀例　第26回⽇本救急医学
会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 42 磯⾕ 理乃、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平、柳川 洋⼀　多発硬膜外膿瘍に髄膜炎、脳炎を合併し、脳梗塞に⾄った⼀例　第26回⽇本救急医学会中部
地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 43 前川 ちひろ、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⽯川 浩平、柳川 洋⼀　多彩な⼼電図変化を認めた胸部外傷の⼀例　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会
三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 44 太⽥ 宗⼀郎、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　急性薬物中毒触れ込みで搬送された多発外傷の⼀例　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会
学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 45 ⻑澤 宏樹、村松 賢⼀、⽵内 郁⼈、⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　当院での病院前輸⾎現状　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年
12⽉2⽇

国内学会発表 46 柳川 洋⼀　意識障害患者へのアプローチ　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 47

柳川洋⼀　写真でみる臨床︓急性尿閉、Kounis症候群、VF合併のMarfan sx、陰圧性肺⽔腫、壊死性筋膜炎、開胸したら⼼臓が⾒当たらない、カタレプシー(有機リン中毒)、気腫性
感染症、頸静脈怒張、減圧症、⾼⼭病、電撃症、電撃性紫斑病、頭蓋⾻後頭⾻脱⾅、毒蛇咬傷、内頸静脈⾎栓症、蜂のsting mark、破傷⾵、腹壁冷膿瘍、分⽔嶺梗塞、糞尿、
臀部褥瘡感染、minor SAH、脊椎⾻挫傷、伸展型⾻折、肋⾻⾻折⼤動脈穿通、body board injury　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館
2023年12⽉2⽇

国内学会発表 48 ⼤森 ⼀彦　ドクターヘリ研修委員会の取り組み︓新基礎コースの効果と展望　第30回⽇本航空医療学会総会　釧路ANAクラウンプラザホテル　2023年11⽉3⽇

国内学会発表 49 ⼤森 ⼀彦　イギリスとドイツのHEMSの現状と⽇本のドクターヘリの可能性　第30回⽇本航空医療学会総会　釧路ANAクラウンプラザホテル　2023年11⽉3⽇

国内学会発表 50 ⼤森 ⼀彦　イギリスとドイツにおける病院前救急診療の現状と⽇本への応⽤可能性　第18回⽇本病院前救急診療医学会　ミナカ⼩⽥原コンベンションホール　2023年12⽉9⽇

国内学会発表 51 ⼤坂 裕通、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽯川 浩平、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　ドクターヘリ2機で対応した静岡県観光バス横転事故報告　第30回⽇本航空医療学会総会　釧
路ANAクラウンプラザホテル　2023年11⽉3⽇

国内学会発表 52 ⼤坂 裕通、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　静岡県東部ドクターヘリにおける墜落分娩の分析　第30回⽇本航空医療学会総会　釧路ANAクラウンプラザホテル　2023年11⽉3⽇

国内学会発表 53 ⼤坂 裕通、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽯川 浩平、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　静岡県観光バス横転事故報告　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂
化会館　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 54 ⼤坂 裕通、村松 賢⼀、⻑澤 宏樹、⽵内 郁⼈、⽯川 浩平、⼤森 ⼀彦、柳川 洋⼀　順天堂⼤学医学部附属静岡病院における受援のための活動拠点本部訓練の総括　第28回⽇
本災害医学会総会・学術集会　盛岡　2023年3⽉9⽇

国内学会発表 55 ⼤坂 裕通、村松 賢⼀、柳川 洋⼀　静岡県観光バス横転事故対応〜多数傷病事案〜　第28回⽇本災害医学会総会・学術集会　盛岡　2023年3⽉9⽇

国内学会発表 56 渡邊 和信、髙島 信世、渡邉 美佐⼦　災害死に向き合った看護職の体験　第44回⽇本死の臨床研究会年次⼤会　愛媛県県⺠⽂化会館　2023年11⽉25-26⽇



国内学会発表 57 渡邊 和信　災害発⽣時の近隣住⺠の希望〜災害拠点病院の⼀例〜　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　三島　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 58 岩井 和也、渡邊 和信　看護学⽣にアントレプレナーシップ教育を⾏った結果の考察　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　三島　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 59 増⽥ 喜昭、渡邊 和信　不確実性への対応、OODAループを活⽤した救急外来看護師OJT教育の⼀事例　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　三島　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 60 松尾 正⼈、岡室 恵⼦、渡邉 和信　看護職がBLSインストラクターになるまでの困難さ　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　三島　2023年12⽉2⽇

国内学会発表 61 塩原 崇⽣、⽷井 陽、古城 智也、中井 ⼀輝、⼤林 治　脊椎ｱﾗｲﾒﾝﾄ異常から上位頚椎で脊髄症を来たした1例　第47回静岡県整形外科脊椎研究会　静岡　2023年2⽉10⽇

国内学会発表 62 古城 智也、⽷井 陽、塩原 崇⽣、中井 ⼀輝、⼤林 治　OVFに対し後⽅からLLIFケ－ジで椎体間固定を⾏った2例　第47回静岡県整形外科脊椎研究会　静岡　2023年2⽉10⽇

国内学会発表 63 ⽷井 陽、塩原 崇⽣、古城 智也、中井 ⼀輝、⼤林 治　L5⾻粗鬆症椎体⾻折変形治癒に対してLLIF cageをTLIF経路で/L4/5､L5/S1椎体間に挿⼊した矯正固定術　第16回関
東MISt研究会　東京　2023年3⽉4⽇

国内学会発表 64 塩原 崇⽣、⽷井 陽、古城 智也、中井 ⼀輝、⼤林 治　腰椎脱⾅⾻折と⾻盤輪⾻折の複合⾻折に対して様々な固定法で整復固定した1例　第25回救急整形外科シンポジウム　沖縄
2023年3⽉17-18⽇

国内学会発表 65 最上 敦彦　上腕⾻近位部⾻折治療のコツとピットフォール　第25回救急外傷整形シンポジウム　沖縄　2023年3⽉17-18⽇

国内学会発表 66 神⽥ 章男、⼤林 治、最上 敦彦、諸橋 達、⽯島 旨章　牽引台使⽤⼈⼯股関節全置換術における重⼒加速度を⽤いた簡易ポータブルナビゲーション(HipAlign)の精度改善⽅法　第
96回⽇本整形外科学術総会　横浜　2023年5⽉11-14⽇

国内学会発表 67 最上 敦彦　関節近傍⾻折に対する挑戦〜髄内釘はどこまでいけるか〜　第96回⽇本整形外科学会学術集会　神奈川　2023年5⽉12-14⽇

国内学会発表 68 諸橋 達　外反⺟趾に対する基節⾻⽔平⾻切り術の有効性　第48回⽇本⾜の外科学会学術集会　⼤阪　2023年10⽉26-27⽇

国内学会発表 69 諸橋 達　当院における60歳以下のセメントレス⼈⼯関節全置換術(THA)の中⻑期成績　第50回⽇本股関節学会学術集会　福岡　2023年10⽉27-28⽇

国内学会発表 70 神⽥ 章男、⼤林 治、最上 敦彦、諸橋 達、⽯島 旨章　Monoblock press fit cup (RM Vitamys)の初期固定⼒　第50回⽇本股関節学会学術集会　福岡　2023年10⽉28-
29⽇

国内学会発表 71 前⽥ 隆浩、⼤林 治　テーパーウェッジ型ショートステムの内反設置における有限要素法を⽤いた⼒学的評価の検討　第50回⽇本臨床バイオメカニクス学会　姫路　2023年11⽉10⽇

国内学会発表 72 富澤 杏奈、守屋 秀⼀、最上 敦彦、⼤林 治、⽯島 旨章　⾼齢者の肩甲⾻関節窩⾻折にナビを⽤いてRSAを⾏った1例　第202回静岡県整形外科医会集談会　静岡　2023年11⽉
23⽇

国内学会発表 73 井上 弘章、神⽥ 章男、諸橋 達、最上 敦彦、⼤林 治　術後23年でセメントレスステムの体部が折損した⼈⼯股関節全置換術(THA)　第202回静岡県整形外科医会集談会　静岡
2023年11⽉23⽇

国内学会発表 74 秋本 智史、⾼橋 健、室⽥ 直紀、上野 梨⼦、⼭崎 晋、岩崎 友弘、寒⽵ 正⼈、清⽔ 俊明　ベッドサイドモニタ⼼電図を⽤いた⼼拍変動解析により早産児・正期産児の⾃律神経機能
の特徴を明らかにする　第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会　名古屋　2023年7⽉9⽇

国内学会発表 75
⽮賀部 彩⾳、秋本 智史、⽯川 仁太朗、佐藤 俊介、服部 万⾥⼦、武⽥翔、室⽥ 直紀、上野 梨⼦、宮野 洋希、遠⼭ 雄⼤、丘 逸宏、吉⽥ 登、宮⽥ 恵理、⽔⾕ 亮、⼭崎 晋、岩
崎 友弘、鈴⽊ 恭⼦、寒⽵ 正⼈、⼤友 義之、清⽔ 俊明　早発⻩疸の治療後に遷延する貧⾎から遺伝性球状⾚⾎球症の診断に⾄った1例　第126回⽇本⼩児科学会学術集会　東
京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 76
佐藤 俊介、丘 逸宏、⽯川 仁太朗、佐藤 望、⽮賀部 彩⾳、武⽥ 翔、服部 万⾥⼦、室⽥ 直紀、上野 梨⼦、宮野 洋希、秋本 智史、遠⼭ 雄⼤、吉⽥ 登、宮⽥ 恵理、⼭崎 晋、
岩崎 友弘、鈴⽊ 恭⼦、寒⽵ 正⼈、⼤友 義之、清⽔ 俊明　成⻑曲線の記録が診断の⼀助となり異なる経過を辿った体重減少の3例　第126回⽇本⼩児科学会学術集会　東京
2023年4⽉14⽇

国内学会発表 77 ⽯川 仁太朗、宮⽥ 恵理、佐藤 俊介、佐藤 望、⽮賀部 彩⾳、服部 万⾥⼦、武⽥ 翔、室⽥ 直紀、宮野 洋希、秋本 智史、遠⼭ 雄⼤、丘 逸宏、吉⽥ 登、⽔⾕ 亮、⼭崎 晋、岩
崎 友弘、鈴⽊ 恭⼦、寒⽵ 正⼈、⼤友 義之、清⽔ 俊明　当院におけるCOVID-19⼊院患児のストレス要因の検討　第126回⽇本⼩児科学会学術集会　東京　2023年4⽉14⽇



国内学会発表 78
佐藤 望、宮野 洋希、服部 万⾥⼦、武⽥ 翔、室⽥ 直紀、上野 梨⼦、遠⼭ 雄⼤、丘 逸弘、吉⽥ 登、宮⽥ 恵理、⽔⾕ 亮、⼭崎 晋、辻脇 篤志、岩崎友弘、鈴⽊ 恭⼦、寒⽵ 正
⼈、仲川 真由、⼤友 義之、清⽔ 俊明　多彩な合併症を呈したステロイド抵抗性ネフローゼ症候群に対してリツキシマブ反復投与が有効であった1例第126回⽇本⼩児科学会学術集会
東京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 79 齋藤 雪⾹、東海林 宏道、宮⼭ 千春、村野 弥⽣、池⽥ 奈帆、⼤川 夏紀、⻄崎 直⼈、久⽥ 研、寒⽵ 正⼈、清⽔ 俊明　早産児における出⽣時頭囲/胸囲⽐と体格予後との関連に
ついての検討　第126回⽇本⼩児科学会学術集会　東京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 80 秋本 智史、⾼橋 健、佐藤 望、服部 万⾥⼦、室⽥ 直樹、上野 梨⼦、吉⽥ 登、⼭崎 晋、岩崎 友弘、寒⽵ 正⼈、清⽔ 俊明　ベッドサイドモニタ⼼電図を⽤いた早産児・正期産児の
⼼拍変動解析とその経時的変化　第126回⽇本⼩児科学会学術集会　東京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 81 ⽻根 将之、⾺場 洋介、⾼岡 優⾥、⼤⽯ 賢司、⿃海 俊、松本 恵、⽯⽥ 翔⼆、宮林 和紀、⼭⽥ 啓迪、⽶⼭ 俊之、⼭崎 晋、本庄 明⽇⾹、稲⽑ 英介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、
清⽔ 俊明　静岡県伊⾖の国市の⼩児における気管⽀喘息の有病率と⽣活管理指導に関する調査　第60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉19⽇

国内学会発表 82 ⼭⽥ 啓迪、⿃海 俊、⼤⽯ 賢司、永⽥ 万純、⼩嶋 まゆき、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼤島 華倫、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　卵⻩Solid FPIES患者
での微量卵⽩負荷試験の経験例　第60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉19⽇

国内学会発表 83 宮林 和紀、⾺場 洋介、⾼岡 優⾥、⽻根 将之、⽯⽥ 翔⼆、稲⽑ 英介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　静岡県東部地域における⼩学校給⾷における⾷物アレルギー対応と総負
荷量の調査、第60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉18⽇

国内学会発表 84 ⿃海 俊、稲⽑ 英介、⼤⽯ 賢司、松本 恵、⼩嶋 まゆき、⽥中 裕⼦、藤崎 満⾥奈、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　⼩児期に発症した遺伝性⾎管性浮腫患者に対
する⼩児適応承認後のイカチバント製剤の処⽅状況と留意すべき事項　第60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉18⽇

国内学会発表 85 ⽯川 仁太朗、稲⽑ 英介、⿃海 俊、⼤⽯ 賢司、⼭⽥ 啓迪、⽥中 裕⼦、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、清⽔ 俊明　COVID-19罹患中に四肢浮腫をきたした遺伝性⾎管性浮腫の1例　第
60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉18⽇

国内学会発表 86 ⽥中 裕⼦、⽯川 仁太朗、⼭⽥ 啓迪、⼤島 華倫、⼭崎 晋、本庄 明⽇⾹、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　慢性呼吸不全により死亡したX連鎖無ガンマ
グロブリン⾎症の成⼈例　第60回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会　京都　2023年11⽉18⽇

国内学会発表 87 秋庭 崇⼈、島⽥ 姿野、松⽥ 慎平、富⽥ 紗也佳、⽯⽥ 翔⼆、宮林 和紀、⾺場 洋介、清⽔ 俊明　急性脳症を合併した年⻑児川崎病の1例　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会
東京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 88 ⾼岡 優⾥、⾺場 洋介、⽻根 将之、江原 尚弘、⽯⽥ 翔⼆、宮林 和紀、⽥中 裕⼦、⼭⽥ 啓迪、⽶⼭ 俊之、⼭崎 晋、本庄 明⽇⾹、稲⽑ 英介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊
明　5-11歳の⼩児⾷物アレルギーの有病率と集団⽣活における対応︓アンケート調査結果から　第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会　東京　2023年10⽉22⽇

国内学会発表 89 ⼭⽥ 啓迪、⿃海 俊、⼤⽯ 賢司、永⽥ 万純、⼩嶋 まゆき、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼤島 華倫、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　卵⻩に対する⾷物蛋⽩
誘発胃腸症では微量卵⽩負荷試験を先⾏させられるか?　第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会　東京　2023年10⽉21⽇

国内学会発表 90 ⼤⽯ 賢司、⽶⼭ 俊之、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、中野 信浩、北浦 次郎、奥村 康、清⽔ 俊明　粘膜型マスト細胞がもつ抗原提⽰細胞様の表現型が⾷物アレ
ルギーに与える影響　第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会　東京　2023年10⽉20⽇

国内学会発表 91 奈須 恵⾥佳、⼤⽯ 賢司、⿃海 俊、松本 恵、⼩嶋 まゆき、⼭⽥ 啓迪、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼭崎 晋、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　多様な果物
で運動誘発性を呈したGRP関連果物アレルギーの学童例　第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会　東京　2023年10⽉20⽇

国内学会発表 92 松⽥ 慎平、島⽥ 姿野、冨⽥ 紗也佳、秋庭 崇⼈、⾕本 亮輔、⽯⽥ 翔⼆、江原 尚弘、宮林 和紀、⾺場 洋介　急性期治療中に疼痛を認めたMOGADの1⼥児例　第65回⽇本⼩
児神経学会学術集会　岡⼭　2023年5⽉23⽇

国内学会発表 93 冨⽥ 紗也佳、福永 英⽣、塩澤 知之、⾼野 信太郎、⾺場 洋介、関⽥ 学、清⽔ 俊明　初回Orthodromic AVRTが原因と考えられた⼼室細動(VF)による⼼肺停⽌(CPA)蘇⽣後の
WPW症候群の⼩児症例　第59回⽇本⼩児循環器学会学術⼤会　横浜　2023年7⽉7⽇

国内学会発表 94 ⼭⽥ 啓迪、⽯上 順平、藤崎 満⾥奈、⼩嶋 まゆき、中村 明雄、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼭崎 晋、⼤島 華倫、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　スキンケア指導⼊院
に合わせて発達特性への介⼊を⾏ったアトピー性⽪膚炎患児の1例　第39回⽇本⼩児臨床アレルギー学会学術⼤会　福岡　2023年7⽉15⽇

国内学会発表 95 奈須 恵⾥佳、稲⽑ 英介、⽊下 恵司、⼤⽯ 賢司、⿃海 俊、松本 恵、⼩嶋 まゆき、⼭⽥ 啓迪、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼭崎 晋、⾺場 洋介、松井 こと⼦、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、
清⽔ 俊明　⽇本のアレルギー関連診療ガイドラインの作成委員におけるジェンダー不均衡の経時変化　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉14⽇

国内学会発表 96 ⿃海 俊、稲⽑ 英介、⼤⽯ 賢司, 松本 恵, ⼭⽥ 啓迪, ⽥中 裕⼦, ⼤島 華倫, 藤崎 満⾥奈, ⽶⼭ 俊之, ⼭崎 晋, 本庄 明⽇⾹, ⾺場 洋介, ⼤塚 宜⼀, ⼯藤 孝広, 清⽔ 俊
明、⼩児期に発症した遺伝性⾎管性浮腫患者に対する⼩児適応承認後のイカチバント製剤の処⽅状況、第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会、東京、2023年4⽉14⽇

国内学会発表 97 ⽥中 裕⼦、稲⽑ 英介、松本 恵、遠藤 明史、中林 洋介、岩間 達、鈴⽊ 康之、⼤⼭ 昇⼀、横⾕ 進、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　国内診療報酬データベースを
⽤いた⼩児鎮静下MRI撮影加算の全国算定状況とその経時変化　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉15⽇

国内学会発表 98 松本 恵、稲⽑ 英介、⽥中 裕⼦、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、中林 洋介、遠藤 明史、横⾕ 進、岩間 達、鈴⽊ 康之、⼤⼭ 昇⼀、清⽔ 俊明　⼩児の静脈⿇酔を⽤いた深鎮静における
死亡事故例の検討　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉15⽇

国内学会発表 99 ⾼岡 優⾥、稲⽑ 英介、儘⽥ 光和、中林 洋介、遠藤 明史、⼤野 拓郎、祝原 賢幸、⼤⼭ 昇⼀、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　新型コロナウイルス感染症に伴う
2020年度⼩児医療機関への影響-アンケート調査とNDBオープンデータを使った調査の⽐較　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉15⽇



国内学会発表 100 ⽯⽥ 翔⼆、⾺場 洋介、⾼岡 優⾥、⼤⽯ 賢司、⿃海 俊、⽻根 将之、松本 恵、宮林 和紀、江原 尚弘、⼭⽥ 啓迪、⽶⼭ 俊之、⼭崎 晋、本庄 明⽇⾹、稲⽑ 英介、⼯藤 孝広、
⼤塚 宜⼀、清⽔ 俊明　⼩児における加熱卵⻩による⾷物蛋⽩誘発胃腸炎の⾃然歴に関する後⽅視的検討　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉16⽇

国内学会発表 101 ⼭⽥ 啓迪、⻲井 杏菜、⾙⾕ 綾⼦、⼩嶋 まゆき、⽶⼭ 俊之、⽥中 裕⼦、⼭崎 晋、稲⽑ 英介、⾺場 洋介、前原 明絵、安藤 智暁、伊沢 久未、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、北浦 次
郎、清⽔ 俊明　⽪膚の⻩⾊ブドウ球菌デルタトキシンは経⽪感作による⾷物アレルギーの発症を促進する　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉16⽇

国内学会発表 102 ⼤⽯ 賢司、稲⽑ 英介、松本 恵、⼩嶋 まゆき、⼭⽥ 啓迪、⽥中 裕⼦、本庄 明⽇⾹、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、遠藤 明史、中林 洋介、⼤⼭ 昇⼀、清⽔ 俊明　NDB
オープンデータベースを⽤いた⼩児喘息診療における適応外吸⼊製剤処⽅の変遷　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉16⽇

国内学会発表 103 ⼤島 華倫、稲⽑ 英介、⼭⽥ 啓迪、⽥中 裕⼦、松本 恵、⼭崎 晋、⾺場 洋介、⼯藤 孝広、⼤塚 宜⼀、富沢 雄⼆、清⽔ 俊明　⻑期経過中に進⾏性多巣性⽩質脳症を呈した
NFKB2異常症の1例　第126回⽇本⼩児科学会学術⼤会　東京　2023年4⽉16⽇

国内学会発表 104 秋庭 崇⼈、島⽥ 姿野、松⽥ 慎平、富⽥ 紗也佳、⽯⽥ 翔⼆、宮林 和紀、⾺場 洋介、清⽔ 俊明　急性脳症を合併した年⻑児川崎病の1例　第157回⽇本⼩児科学会静岡地⽅
会　静岡　2023年11⽉26⽇

国内学会発表 105 若林 啓⼀、鈴⽊ 魁、今泉 健太郎、清⽔ 芳男、若林 正則　静脈⽪膚瘻(veno-cutaneous fistula)のバスキュラーアクセスとしての有⽤性　第19回⽇本インターベンショナルネフロロ
ジー学会学術集会　順天堂⼤学医学部附属練⾺病院講堂　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 106 中井 公美、鈴⽊ 魁、福原 佳奈⼦、⻑澤 肇、若林 啓⼀、清⽔ 芳男　発症に職業が関連したと思われる溶⾎性尿毒症症候群の⼀例　第53回⽇本腎臓学会東部学術集会　仙台国
際センター　2023年9⽉17⽇

国内学会発表 107 林 陽⼦、若林 啓⼀、清⽔ 芳男、鈴⽊ 祐介　伊⾖半島におけるCKD患者の腎・⽣命予後に及ぼす性差　第68回⽇本透析医学会学術総会　パシフィコ横浜　2023年6⽉16⽇

国内学会発表 108 池⽥ 尚基、若林 啓⼀、中井 公美、⻑澤 肇、清⽔ 芳男　⾎液透析を導⼊した精神発達遅滞を伴う慢性腎不全患者の⼀例　第61回静岡腎不全研究会　静岡　2023年3⽉5⽇

国内学会発表 109 鈴⽊ 魁、中井 公美、⻑澤 肇、若林 啓⼀、清⽔ 芳男　IgA-κ型のM-peakを呈し腎⽣検では特発性膜性腎症と診断された⼀例　第67回静岡腎セミナー　静岡　2023年9⽉2⽇

国内学会発表 110 中井 公美、福原 佳奈⼦、鈴⽊ 魁、⻑澤 肇、若林 啓⼀、清⽔ 芳男　発症に職業が関連したと思われる溶⾎性尿道症症候群　第66回静岡腎セミナー　静岡　2023年3⽉18⽇

国内学会発表 111 ⻑澤 肇、鈴⽊ 章悟、⼩林 敬、⼤塚 智之、⼤熊 輝之、松下 訓、上⽥ 誠⼆、鈴⽊ 祐介　シリアル⾷品（フルグラ）摂取は⾎液透析患者の⾼⾎圧および腸内細菌叢の改善に繋がる
第45回⽇本⾼⾎圧学会総会　⼤阪国際会議場　2023年9⽉15-17⽇

国内学会発表 112 ⻑澤 肇、中井 公美、鈴⽊ 魁、若林 啓⼀、清⽔ 芳男、⼩林 敬、⼤塚 智之、⼤熊 輝之、松下 訓、上⽥ 誠⼆、鈴⽊ 祐介　シリアル⾷品(フルグラ)の⽣活習慣病改善効果の検証ー
維持透析患者における検討(第2報)　第62回静岡腎不全研究会　静岡　2023年10⽉29⽇

国内学会発表 113 曽和 嵩、鈴⽊ 未希⼦、市之川 英⾂　気管⽀鏡下⽣検を契機に肺膿瘍を併発し右上中葉切除を施⾏した⼀例　静岡呼吸器外科医会令和4年度冬季例会　静岡　2023年2⽉25
⽇

国内学会発表 114 市之川 英⾂、曽和 嵩、鈴⽊ 未希⼦、鈴⽊ 健司　転落受傷から7⽇後遅発性⾎胸のため緊急⼿術を⾏い救命した⼀例　第40回⽇本呼吸器外科学会学術集会　新潟　2023年7⽉
13⽇

国内学会発表 115 曽和 嵩、⾕⼝ 敬、鈴⽊ 未希⼦、市之川 英⾂　縦隔発⽣の巨⼤脂肪⾁腫に対し⼿術を施⾏した⼀例　静岡呼吸器外科医会令和5年度夏季例会　静岡　2023年7⽉29⽇

国内学会発表 116 市之川 英⾂、曽和 嵩、⾕⼝ 敬、鈴⽊ 未希⼦、鈴⽊ 健司 　経気管⽀鏡⽣検を契機に肺膿瘍を併発し⼿術を施⾏した肺癌症例の検討　第64回⽇本肺癌学会総会　千葉　2023
年11⽉2⽇

国内学会発表 117 岩尾 憲明、岩澤 卓弥、波多野 良、森本 幾夫　Humanized anti-CD26 antibody suppresses the epithelial mesenchymal transition of colorectal cancer cells((ヒト
化 抗CD26抗体は⼤腸癌細胞の上⽪間葉転換を抑制する)　第82回⽇本癌学会学術総会　パシフィコ横浜　2023年9⽉23⽇

国内学会発表 118 菊池 遥太、⼩森 翼、⼤⾕ 洋揮、市川 浩平、杉⽥ 丈夫、平井 ⿇紀、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦　27G鑷⼦併⽤フランジ固定法におけるIOL⽐較　第46回⽇本眼科⼿術学会学術総会
東京国際フォーラム　2023年1⽉27-29⽇

国内学会発表 119 桐⼭ 雅道、⼟⾄⽥宏、⼩森 翼、⼤⾕ 洋揮、朝岡 聖⼦、市川 浩平、杉⽥ 丈夫、太⽥ 俊彦　凍結保存強膜⽚を施⾏した5例　第46回⽇本眼科⼿術学会学術総会　東京　2023
年1⽉27-29⽇

国内学会発表 120 ⼟⾄⽥ 宏、笠原 知⼈、杉⽥ 丈夫、市川 浩平、太⽥ 俊彦 オキュラルの短期成績 ⾓膜カンファランス2023　第47回⽇本⾓膜学会総会　パシフィコ横浜　2023年2⽉9-11⽇

国内学会発表 121 ⼟⾄⽥ 宏、笠原 知⼈、杉⽥ 丈夫、市川 浩平、太⽥ 俊彦　withコロナ時代における⾃⼰⼝腔粘膜由来上⽪細胞シート作成のための⼝腔粘膜組織採取法の⼯夫　第22回⽇本再⽣
医療学会　京都国際会館　2023年3⽉23-25⽇

国内学会発表 122 ⼩森 翼、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦、⼩野 純治　レンティスコンフォート®とテクニスアイハンス®の臨床成績⽐較　第38回JSCRS学術総会　札幌　2023年6⽉22-24⽇



国内学会発表 123 岩崎 有真、市川 浩平、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦　同⼀症例で縫着術と強膜内固定術が施⾏された１例　第38回JSCRS学術総会　札幌　 2023年6⽉22-24⽇

国内学会発表 124 ⼟⾄⽥ 宏　⼝腔粘膜由来上⽪細胞シート移植後⾓膜上⽪の特性　第6回東海⾓膜クラブ　静岡　2023年7⽉15⽇

国内学会発表 125 ⼟⾄⽥ 宏、笠原 知⼈、桐⼭ 雅通、岩崎 有真、市川 浩平、杉⽥ 丈夫、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　ヒト⾃⼰⼝腔粘膜由来上⽪細胞シート移植後の⾓膜上⽪⽋損発症リスクに関する
検討　第77回⽇本臨床眼科学会　東京国際フォーラム　2023年10⽉6-9⽇

国内学会発表 126 朝岡 聖⼦、⼩森 翼、林 雄介、浅⽥ 洋輔、⼟⾄⽥ 宏、松⽥　彰、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　アーメド緑内障バルブのチューブ結紮例に関する検討　第77回⽇本臨床眼科学会　東京
国際フォーラム　2023年10⽉6-9⽇

国内学会発表 127 ⼩森　翼、⼟⾄⽥ 宏、桐⼭ 雅通、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　ネコ咬傷による⾓膜裂傷の１例　第77回⽇本臨床眼科学会　東京国際フォーラム　2023年10⽉6-9⽇

国内学会発表 128 桐⼭ 雅通、⼟⾄⽥ 宏、⼩森　翼、⼤⾕ 洋揮、朝岡 聖⼦、市川 浩平、杉⽥ 丈夫、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　難治性⾓膜潰瘍による⾓膜穿孔防⽌に強膜移植術が有効であった1例
第77回⽇本臨床眼科学会　東京国際フォーラム　2023年10⽉6-9⽇

国内学会発表 129 平井 ⿇紀、⼩森 翼、朝岡 聖⼦、市川 浩平、杉⽥ 丈夫、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　家族性滲出性硝⼦体網膜症の線維⾎管膜による⻩斑形態変化　第62回⽇本網膜
硝⼦体学会総会　横浜　2023年11⽉24-26⽇

国内学会発表 130 市川 浩平、菊池 遥太、杉⽥ 丈夫、⼟⾄⽥ 宏、太⽥ 俊彦、中尾 新太郎　分層⻩斑円孔の病型別術後成績に関する検討　第62回⽇本網膜硝⼦体学会総会　横浜　2023年11
⽉24-26⽇

国内学会発表 131 村松 海⼈、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　ステロイド外⽤が無効で外⽤PUVA療法が奏功した⽪膚サルコイドーシスの⼀例　第135回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年2⽉4
⽇

国内学会発表 132 丸⼭ 紗貴⼦、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　シロリムス内服が有効であった⻘⾊ゴムまり様⺟斑症候群の⼀例　第135回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年2⽉4⽇

国内学会発表 133 丸⼭ 紗貴⼦、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　ドキシサイクリン内服と外⽤PUVA療法が奏功した⽪膚サルコイドの1例　第303回⽇本⽪膚科学会東海地⽅会　WEB　2023年3⽉19⽇

国内学会発表 134 ⽯原 俊太郎、⽣⽟ 梨紗、⼤川 夏紀、⻑⾕川 敏男　Schimmelpenning症候群の1例　第122回⽇本⽪膚科学会総会　横浜　2023年6⽉1⽇

国内学会発表 135 村松 海⼈、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　左上腕リュープロレリン酢酸塩⽪下注射部位の異物⾁芽腫に陰嚢内硬化性脂肪⾁芽腫を併発した1例　第122回⽇本⽪膚科学会総会　横浜
2023年6⽉1⽇

国内学会発表 136 宗⽥ 昂⼰、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　ヒト精漿アレルギーの1例　第122回⽇本⽪膚科学会総会　横浜　2023年6⽉1⽇

国内学会発表 137 ⻑⾕川 敏男　難治性創傷と多⾎⼩板⾎漿療法について　第15回⽇本創傷外科学会総会・学術⼤会　東京　2023年7⽉14⽇

国内学会発表 138 村松 海⼈、⻑⾕川 敏男、⽣⽟ 梨紗　デュピルマブ投与中に発症したセザリー症候群の1例　第75回⽇本⽪膚科学会⻄部⽀部学術⼤会　沖縄　2023年9⽉17⽇

国内学会発表 139 遠藤 翼、村松 海⼈、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　ミント摂取後の⼝唇浮腫から診断に⾄ったアスピリン蕁⿇疹の1例　第137回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 140 村松 海⼈、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　⽑細⾎管拡張より診断に⾄った限局⽪膚硬化型全⾝性強⽪症の1例　第137回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 141 阿部 央聖、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　アデノウイルスによるジアノッティ・クロスティ症候群の1例　第137回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 142 北⽥ 裕樹、宗⽥ 昂⼰、⻑⾕川 敏男　乾燥組み換え帯状疱疹ワクチン接種後に⽣じた帯状疱疹の1例　第137回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 143 加藤 芙未、⽣⽟ 梨紗、⻑⾕川 敏男　⽚側複発性帯状疱疹の1例　第137回⽇本⽪膚科学会静岡地⽅会　WEB　2023年10⽉14⽇

国内学会発表 144 野々垣 ⾹織、⻑⾕川 敏男、藤澤 ⿇⾐、池⽥ 志斈　円形脱⽑症に局所免疫療法を施⾏した540例の解析:単施設後⽅視的研究　第87回⽇本⽪膚科学会東京⽀部学術⼤会　東
京　2023年11⽉18⽇

国内学会発表 145 佐藤 将盛、楠 威志 他　当科での気管孔⾁芽に対する気管孔形成術の臨床的検討　第36回静岡県⽿⿐咽喉科⼿術⼿技研究会　JR静岡駅前会議室　2023年5⽉27⽇



国内学会発表 146 楠 威志　顔⾯外傷によるステノン管損傷から唾液嚢腫を併発した2症例　第85回⽿⿐咽喉科臨床学会　京王プラザホテル　2023年6⽉24⽇

国内学会発表 147 深瀬 裕之、楠 威志 他　呼吸困難を来した喉頭⾁芽腫症例　第129回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会　三島市⺠⽂化会館　2023年7⽉8⽇

国内学会発表 148 楠 威志 他　呼吸困難を来した喉頭⾁芽腫症例　第129回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会　三島市⺠⽂化会館　2023年7⽉8⽇

国内学会発表 149 佐⼭ 裕⽃、楠 威志 他　成⼈における⾃覚症状に乏しい巨⼤咽喉頭嚢胞の2症例　第130回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会　浜松プレスタワー　2023年10⽉21⽇

国内学会発表 150 佐⼭ 裕⽃、楠 威志 他　成⼈における⾃覚症状に乏しい巨⼤咽喉頭嚢胞の2症例　第74回⽇本気管⾷道科学会　福岡国際会議場　2023年11⽉15⽇

国内学会発表 151 塩澤 知之、関⽥ 学、⾼野 信太郎、冨⽥ 紗也佳、藤⽥ 航、福永 英⽣、諏訪 哲　Case report: A 14-year-old junior high school student recovered from CPA whose
Orthodromic AVRT was thought to trigger VF during running.　第69回⽇本不整脈⼼電学会学術⼤会　札幌　2023年7⽉7⽇

国内学会発表 152
Shiozawa T, Takano S, Sekita G, Abe K, Nakamura Y, Singh YS, Sonoda T, Shitara J, Wada H, Ogita M, Suwa S, Minamino T. Safety of Femoral Suture-
mediated Closure Device “Perclose®” in Catheter Ablation with Reduction of Post-ablation Resting. 第84回⽇本循環器学会・学術集会 福岡 2023年3⽉12
⽇

国内学会発表 153 久保⽥ 京⼦、塩澤 知之、影⼭ 和瑚、渡邉 ⼤貴、稲葉 英也、磯部 裕紀、久保⽥ 真司、設樂 美奈⼦、尾藤 史康、髙野 信太郎、関⽥ 学、諏訪 哲　スクリュー型リード固定直後の
障害電流と刺激閾値の関係について障害電流の⾄適カットオフ値の検討　第15回植込みデバイス関連冬季⼤会　仙台　2023年2⽉24⽇

国内学会発表 154 髙野 信太郎、塩澤 知之、関⽥ 学、諏訪 哲　撓側⽪静脈切開法を断念して穿刺法へ切り替えた症例の検証　第15回植込みデバイス関連冬季⼤会　仙台　2023年2⽉25⽇

国内学会発表 155
Wada H, Miyauchi K, Suwa S, Miyazaki S, Hayashi H, Nishizaki Y, Sumiyoshi M, Nakazato Y, Minamino T, Okumura Y, Daida H. Bleeding and
cardiovascular events in patients with atrial fibrillation: Insights from the SAKURA AF registry and RAFFINE registry.　第87回⽇本循環器学会学術集会　福岡
2023年3⽉10⽇

国内学会発表 156
Onozato T, Wada H, Abe K, Nakamura Y, Singh YS, Sonoda T, Shitara J, Takano S,  Shiozawa T, Ogita M, Suwa S. Successful reperfusion with excimer
laser coronary angioplasty and anticoagulant therapy for acute myocardial infarction with large amount of thrombus. 第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治
療学会　福岡　2023年8⽉5⽇

国内学会発表 157 島袋 あずさ、真優 スレーシュワル、和⽥ 英樹、篁 悠太、⼩野⾥ 匠也、藤⽥ 航、設樂 準、遠藤 裕久、荻⽥ 学、諏訪 哲　上腸間膜動脈狭窄に対する⾎管内治療により繰り返す虚⾎
性腸炎が改善した1例　⽇本内科学会第249回東海地⽅会　名古屋　2023年10⽉15⽇

国内学会発表 158 武井 礼、真優 スレーシュワル、和⽥ 英樹、⼩野⾥ 匠也、篁 悠太、阿部 圭希、藤⽥ 航、⾕津 翔⼀郎、設樂 準、遠藤 裕久、⾼野 信太郎、塩澤 知之、荻⽥ 学、諏訪 哲　持続性
⼼室頻拍のため⼊院した⼼不全患者に左室筋層内に巨⼤な⽯灰化病変を認めた⼀例　⽇本循環器学会第162回東海・第147回北陸合同地⽅会　岐⾩　2023年10⽉21⽇

国内学会発表 159 和⽥ 英樹、⼩野⾥ 匠也、阿部 圭希、真優 スレーシュワル、設楽 準、遠藤 裕久、荻⽥ 学、諏訪 哲　⾃⼰拡張型ステントによりjailされた左総腸⾻動脈の完全閉塞病変に対してヘパリ
ン結合ステントグラフトを⽤いて治療した⼀例　⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会第49回東海北陸地⽅会　名古屋　2023年11⽉10⽇

国内学会発表 160 安⽥ 晴菜、⻑嶋 春樹、古屋 翔⼦、佐藤 元律、荻原 健、野⾒⼭ 崇　ソフトドリンクケトーシスと鑑別が困難であった急性発症1型糖尿病の⼀例　第97回⽇本糖尿病学会中部地⽅会
愛知2023年9⽉24⽇

国内学会発表 161 ⼭崎 望、⿇⽣ 克⼰、早川 美穂、古川 祥⼦、佐藤 まり重、佐藤 淳⼦、野⾒⼭ 崇　糖尿病専⾨クリニックにおける5年間での2型糖尿病患者の癌発症の調査　第97回⽇本糖尿病学
会中部地⽅会　愛知　2023年9⽉24⽇

国内学会発表 162 ⻑嶋 春樹、安⽥ 晴菜、武藤 麗奈、佐藤 元律、⼭崎 望、荻原 健、野⾒⼭ 崇　MIBGシンチグラフィ陽性でカテコラミン過剰産⽣を認めなかった副腎に隣接した傍神経節腫瘍の⼀例
第23回⽇本内分泌学会東海⽀部学術集会　愛知　2023年10⽉7⽇

国内学会発表 163 根上 拓也、⼭崎 望、清⽔ 理那、⾨倉 椋、武藤 麗奈、岩本 達也、⼭本 拓史、和⽥ 了、野⾒⼭ 崇　著明なACTH産⽣と副腎機能低下を来した下垂体神経内分泌腫瘍
（PitNET）の⼀例　第23回⽇本内分泌学会東海⽀部学術集会　愛知　2023年10⽉7⽇

国内学会発表 164 武藤 麗奈、清⽔ 理那、安⽥ 晴菜、⾨倉 椋、⻑嶋 春樹、岩本 達也、佐藤 元律、⼭崎 望、野⾒⼭ 崇　下垂体性副腎機能低下症の精査中にDiGeorge症候群が診断された⼀例
第23回⽇本内分泌学会東海⽀部学術集会　愛知　2023年10⽉7⽇

国内学会発表 165 ⾨倉 椋、岩本 達也、清⽔ 理那、武藤 麗奈、⼭崎 望、野⾒⼭ 崇　副甲状腺機能亢進症の治療中に低Ca⾎症を来たし偽痛⾵を併発した⼀例　第23回⽇本内分泌学会東海⽀部
学術集会　愛知　2023年10⽉7⽇

国内学会発表 166 ⼭崎 望、⿇⽣ 克⼰、早川 美穂、古川 祥⼦、佐藤 まり重、佐藤 淳⼦、野⾒⼭ 崇　糖尿病専⾨クリニックにおける5年間での2型糖尿病患者の癌発症の調査　第38回⽇本糖尿病合
併症学会　岡⼭　2023年10⽉20⽇



国内学会発表 167 ⽥中 ⾥美、⼤島 直紀、平⼭ 雄⼀郎、岩垣 杏奈、星野 将輝、伊地知 航司、九⻤ 紗葵、熊⾕ ⿇⼦、⽮⽥ 昌太郎、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　当院における⼦宮頸部円錐切除後の
周産期予後　第47回静岡県周産期新⽣児研究会　静岡　2023年9⽉9⽇

国内学会発表 168 ⽥中 ⾥美、岩垣 杏奈、伊地知 航司、平井 みつ⼦、笠原 太郎、九⻤ 紗葵、瀬⼭ 理恵、保⽥ 歩、⽮⽥ 昌太郎、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　当院における⼦宮頸部円錐切除後の周産
期予後　　第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会　 名古屋　 2023年7⽉9-11⽇

国内学会発表 169 ⽥中 利隆、⽥中 ⾥美、⽮⽥ 昌太郎　後期分娩後異常出⾎に対する超⾳波診断とその管理　⽇本超⾳波医学会第96回学術集会　⼤宮　2023年5⽉27⽇

国内学会発表 170 瀬⼭ 理惠、岩垣 杏奈、伊地知 航司、平井 みつ⼦、九⻤ 紗葵、瀬⼭ 理恵、保⽥ 歩、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆 コロナ渦での周産期メンタルヘルスの重要性
とその対応　 第50回静岡県東部周産期研究会　WEB　2023年3⽉9⽇

国内学会発表 171 ⼤島 直紀、⽮⽥ 昌太郎、平⼭ 雄⼀郎、 岩垣 杏奈, 星野 将輝、伊地知 航司, 九⻤ 紗葵、熊⾕ ⿇⼦、 ⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　重症妊娠悪阻を契機に発症したリ
フィーディング症候群の1例　第146回関東連合産科婦⼈科学術集会　浜松　2023年11⽉26⽇

国内学会発表 172 平⼭ 雄⼀郎、 ⾦⽥ 容秀、⼤島 直紀、岩垣 杏奈, 星野 将輝、伊地知 航司, 九⻤ 紗葵、熊⾕ ⿇⼦、 ⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⽥中 利隆　⼦宮頸部腺癌ⅣB期に対してパクリタ
キセル/シスプラチン＋ベバシズマブ＋ペンブロシズマブ療法が著効した⼀例　第146回関東連合産科婦⼈科学術集会　浜松　2023年11⽉26⽇

国内学会発表 173 熊⾕ 朝⼦、⽥中 利隆、⼤島 直紀、平⼭ 雄⼀郎、 岩垣 杏奈、星野 将輝、九⻤ 紗葵、杉村 有泉、⽮⽥ 昌太郎、 ⽥中 ⾥美、⾦⽥ 容秀　妊娠可能⼥性の甲状腺疾患　第51回
静岡県東部周産期研究会　静岡　2023年11⽉16⽇

国内学会発表 174 伊地知 航司、⼤島 直紀、平⼭ 雄⼀郎、岩垣 杏奈、星野 将輝、九⻤ 紗葵、瀬⼭ 理恵、熊⾕ ⿇⼦、⽮⽥ 昌太郎、⾦⽥ 容秀、⽥中 利隆　流産後の⼦宮動脈奇形に対して動脈
塞栓術を⾏い、その後正期産児を得られた2例　令和5年度春期静岡産科婦⼈科学会学術集会　静岡　2023年5⽉28⽇

国内学会発表 175 伊地知 航司、⽥中 利隆、⽥嶋 俊彬、平井 みつ⼦、笠原 太郎、九⻤ 紗葵、保⽥ 歩、⽥中 ⾥美、⽮⽥ 昌太郎、精 きぐな、⾦⽥ 容秀　流産後の⼦宮動静脈奇形に対して動脈塞
栓術が有効であった2例　第75回⽇本産科婦⼈科学会学術講演会　東京　2023年5⽉11-1⽇

国内学会発表 176 保⽥ 歩、⾦⽥ 容秀、⽥嶋 俊彬、伊地知 航司、平井 みつ⼦、笠原 太郎、九⻤ 紗葵、精 きぐな、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⽥中 利隆　レンバチニブメシル酸塩の減量によりぺムブロリ
ズマブとの併⽤療法を継続し、治療効果が得られた進⾏⼦宮体癌の⼀例　第75回⽇本産科婦⼈科学会学術講演会　東京　2023年5⽉11-14⽇

国内学会発表 177 精 きぐな、⽥中 ⾥美、九⻤ 紗葵、平井 みつ⼦、保⽥ 歩、⽥中 利隆　腹腔内病変破裂を伴った胎児多発性リンパ管腫の⼀例　第59回⽇本周産期・新⽣児医学会学術集会　名古
屋　2023年7⽉9-11⽇

国内学会発表 178 ⾦⽥ 容秀、岩垣 杏奈、伊地知 航司、平井 みつ⼦、笠原 太郎、九⻤ 紗葵、瀬⼭ 理恵、保⽥ 歩、⽮⽥ 昌太郎、⽥中 ⾥美、⽥中 利隆　腹腔鏡⼿術で診断し治療しえた⼤網妊娠
の⼀例　第48回⽇本外科系連合学会学術集会　横浜　2023年6⽉8⽇

国内学会発表 179 射場 敏明　SICの病態　第45回⽇本⾎栓⽌⾎学会学術集会　北九州市　2023年6⽉15⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 伊藤 智彰　当院の胃癌⼿術症例における術前栄養状態が術後に与える影響　栄養代謝研究会 In Ochanomizu & Kanazawa　株式会社⼤塚製薬⼯場　2023年１⽉20⽇

特別講演・
招待講演 2 伊藤 智彰　科研製薬外部講師勉強会　⻑岡総合会館アクシスかつらぎ　2023年3⽉22⽇

特別講演・
招待講演 3 上⽥ 修平　ガイドラインに基づいた慢性便秘症の診断と治療　慢性便秘症講演会in静岡東部　ホテルサンバレー富⼠⾒　2023年4⽉17⽇

特別講演・
招待講演 4 伊藤 智彰　外科医が基礎研究に携わって〜留学を機に〜　同窓会学術奨励賞 受賞記念講演　第359回順天堂医学会学術集会　東京　2023年5⽉20⽇

特別講演・
招待講演 5 ⼩泉 明博　Gastric Cancer Surgery Web Seminar　⼩野薬品・ブリストルマイアーズ・スクイブ株式会社　沼津リバーサイドホテル　2023年6⽉14⽇

特別講演・
招待講演 6 柳川 洋⼀　静岡県での DMAT を中⼼とした災害対応の現状　函南町・伊⾖市・伊⾖の国市2市1町災害対応研修　ホテルサンバレー冨⼠⾒　2023年3⽉23⽇

特別講演・
招待講演 7 柳川 洋⼀　救急初期診断における全⾝CTの意義　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　 三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

特別講演・
招待講演 8 ⼤森 ⼀彦　ロンドン留学から⾒た⽇本の救急医療とドクターヘリの未来　順天堂⼤学看護学部　2023年10⽉19⽇



特別講演・
招待講演 9 ⼤森 ⼀彦　現場指揮「災害医療と消防連携」　静岡県消防学校　2023年11⽉17⽇

特別講演・
招待講演 10 ⼤森 ⼀彦　「ドクターヘリ、エンジンスタート」ロンドン留学から⾒た⽇本の救急医療とドクターヘリの未来　岩⼿医科⼤学同窓会東京⽀部　2023年11⽉18⽇

特別講演・
招待講演 11 ⼤森 ⼀彦　コロナ禍の英国留学　第26回⽇本救急医学会中部地⽅会学術集会　三島市⺠⽂化会館　2023年12⽉2⽇

特別講演・
招待講演 12 ⼤林 治　⾻粗鬆症治療の最近の診断と治療　清⽔薬剤師会研究会　静岡　2023年3⽉9⽇

特別講演・
招待講演 13 神⽥ 章男　新しい寛⾻⾅インプラントの固定性試験について　⾻・軟部組織温存THAセミナー　名古屋　2023年3⽉18⽇

特別講演・
招待講演 14 最上 敦彦　髄内釘を極める〜⾄適選択と知的戦略〜　第9回⿊潮整形外傷カンファレンス　⾼知　2023年3⽉25⽇

特別講演・
招待講演 15 最上 敦彦　髄内釘を駆使した⾻折治療〜上肢編〜　整形外科勤務医会神奈川⽀部研修会　神奈川　2023年4⽉8⽇

特別講演・
招待講演 16 神⽥ 章男　⾎友病患者における関節診療の現状と課題　静岡東部⾎友病連携カンファレンス　静岡　2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 17 神⽥ 章男　ゆるみある⼤腿⾻ステム周囲⾻折の治療指針〜セメントレスステムを⽤いた再置換術のTips and Pit fall〜　第49回⽇本⾻折治療学会　静岡　2023年6⽉29⽇

特別講演・
招待講演 18 最上 敦彦　ハンズオンセミナー -⼀時的創外固定⾻折治療マニュアル実践編-　第36回⽇本四肢再建･創外固定学会学術集会　福島　2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 19 神⽥ 章男　新しい寛⾻⾅インプラントの固定性試験について　⾻・軟部組織温存THAセミナー　名古屋市⽴⼤学　2023年7⽉30⽇

特別講演・
招待講演 20 神⽥ 章男　ビジュアルで学ぶ各領域のサージカルアプローチ〜股関節周囲〜　第13回⽇本⾻折治療学会研修会アドバンスコース　神⼾　2023年９⽉18⽇

特別講演・
招待講演 21 最上 敦彦　髄内釘マスターが教えるT2使い倒しの極意　第9回⽇本重度四肢外傷シンポジウム　神奈川　2023年11⽉3⽇

特別講演・
招待講演 22 最上 敦彦　⼤腿⾻近位部⾻折治療〜今､何が求められているのか?〜　⽯川県整形外科医会　⾦沢　2023年11⽉4⽇

特別講演・
招待講演 23 諸橋 達　股関節と⾜の変形性関節症の治療 CRPSの薬物療法を含む〜各種低侵襲⼿術･再⽣医療〜　整形外科地域連携Webセミナ－　WEB　2023年11⽉17⽇

特別講演・
招待講演 24 神⽥ 章男　Monoblock press-fit cup (RM cup vitamys)の初期固定⼒　RM cup Users Meeting 2023　東京　2023年12⽉9⽇

特別講演・
招待講演 25 神⽥ 章男　ゆるみある⼤腿⾻ステム周囲⾻折に対する治療指針〜再置換術のTipsand Pit fall〜　第8回THA Develop Seminar　東京　2023年12⽉16⽇

特別講演・
招待講演 26 諸橋 達　変形性股・⾜関節症の治療〜PRP・関節鏡・⾻切り・CRPSの薬物治療〜　富⼠市医師会学術講演会　2023年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 27 寒⽵ 正⼈　エピジェネティクスの臨床応⽤について　第136回東京新⽣児研究会　東京医科⼤学　2023年9⽉12⽇

特別講演・
招待講演 28 寒⽵ 正⼈　ストレス反応性の評価と疾患との関連について－⼼拍変動解析とグルココルチコイドレセプター遺伝⼦メチル化解析を通して－　第48回東⽇本⼩児科学会　⽂京学院⼤学

2023年11⽉23⽇
特別講演・
招待講演 29 ⾺場 洋介　⾷物蛋⽩質誘発胃腸炎の免疫学的知⾒　第84回東海⼩児アレルギー談話会　名古屋　2023年10⽉14⽇

特別講演・
招待講演 30 ⾺場 洋介　⽜乳アレルギーと⼩児の発達　静岡東部⼩児発達セミナー2023　三島　2023年7⽉5⽇

特別講演・
招待講演 31 ⾺場 洋介　⼩児期から思春期における アトピー性⽪膚炎治療　沼津医師会学術講演会　沼津　2023年7⽉24⽇



特別講演・
招待講演 32 ⾺場 洋介　順天堂⼤学静岡病院でのアレルギー拠点病院活動について　静岡アレルギーカンファレンス　静岡　2023年9⽉5⽇

特別講演・
招待講演 33 ⾺場 洋介　当科における在宅⾃⼰注射療法と指導の変化　第6回GHプリパレーション全国web講演会　WEB　2023年11⽉24⽇

特別講演・
招待講演 34 清⽔ 芳男　細菌感染症と⽷球体腎炎-MRSA感染後腎炎を中⼼に-　第10回静岡東部地域腎臓研究会　WEB　2023年3⽉16⽇

特別講演・
招待講演 35 ⼟⾄⽥ 宏　HCLのレンズケアの歴史　第1回コンタクトレンズエビデンスクラブ　名古屋マリオットアソシアホテル　2023年3⽉11⽇

特別講演・
招待講演 36 ⼟⾄⽥ 宏　LSCD治療の現場に踏み込む　Nidek・J-TEK Webセミナー　2023年3⽉16⽇

特別講演・
招待講演 37 ⼟⾄⽥ 宏　オルソケラトロジー 原理と⾓膜への影響　第127回⽇本眼科学会総会　東京国際フォーラム　2023年4⽉6-9⽇

特別講演・
招待講演 38 ⼟⾄⽥ 宏　基礎から学ぶ神経とドライアイ　第16回箱根ドライアイクラブ　ロワジールホテル豊橋　2023年5⽉28⽇

特別講演・
招待講演 39 ⼟⾄⽥ 宏　アレルギー性結膜炎を有するコンタクトレンズ装⽤者への新たな選択肢アレルケア®の位置づけと適応　新潟市眼科医会セミナー2023　新潟⼤学医学部講堂　2023年9⽉

25⽇
特別講演・
招待講演 40 野⾒⼭ 崇　低侵襲⼿術の⾎糖管理 インスリン VS 経⼝⾎糖降下薬　第66回⽇本糖尿病学会年次学術集会　城⼭ホテル⿅児島　2023年5⽉11⽇

特別講演・
招待講演 41 野⾒⼭ 崇　Diabetes Evolution ~Advocacy & Beyond~.　第96回⽇本内分泌学会総会　名古屋国際会議場　2023年6⽉1⽇

特別講演・
招待講演 42 野⾒⼭ 崇　DPP-4iは⽇本⼈に適した糖尿病治療薬　第97回⽇本糖尿病学会中部地⽅会　名古屋国際会議場　2023年9⽉24⽇

特別講演・
招待講演 43 野⾒⼭ 崇　ミトコンドリア・ルネサンス〜⾎糖降下と臓器保護のデュアリズム〜　第38回⽇本糖尿病合併症学会　岡⼭コンベンションセンター　2023年10⽉20⽇

特別講演・
招待講演 44 ⽥中 利隆　CTGセミナー　第13回⽻⾐セミナー　静岡　2023年2⽉12⽇

特別講演・
招待講演 45 ⽥中 利隆　妊娠と糖尿病　令和５年度 助産実践能⼒強化研修　WEB　2023年7⽉15⽇

特別講演・
招待講演 46 射場 敏明　感染症における炎症⾎栓の微⼩循環障害への関与とその対策　第37回⽇本Shock学会　名古屋　2023年8⽉18⽇

特別講演・
招待講演 47 射場 敏明　侵襲下における求リコカリックスの変化　第44回⽇本⼩児体液研究会　WEB　2023年9⽉9⽇

特別講演・
招待講演 48 射場 敏明　敗⾎症におけるthromboinflammationと微⼩循環障害への関与　第22回⾎管⾎流学会　東京　2023年11⽉11⽇

特別講演・
招待講演 49 射場 敏明　Thromboinflammation in critical illnesses　第51回⽇本救急医学会　東京　2023年11⽉29⽇


